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内容：新型コロナの罹患後症状（long COVID）の重篤な神経症状は、高齢者よりも若・中年層に現

れやすい 

出典：Neurologic Manifestations of Long COVID Disproportionately Affect Young and Middle-

Age Adults. 

Annals of neurology. 2024 Nov 22; doi: 10.1002/ana.27128. 

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/39575583/ 

********************************************************************** 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の罹患後症状（long COVID）は COVID-19 患者の約

30％に起こり、その神経症状は、頭痛、しびれやうずき、嗅覚障害や味覚障害、目のかすみ、抑う

つ、不安、不眠、倦怠感、認知機能の低下などである。そのうち、重篤な神経症状は、どの年齢層

の人に現れやすいかを、米ノースウェスタン・メディスン総合 COVID-19 センターの研究者らが調

査し、研究結果は、「Annals of Neurology」に 11月 22日掲載された。 

 2020 年 3 月から 2023 年 3 月の間にノースウェスタンメモリアルホスピタルの Neuro-COVID-19

クリニックを受診し、新型コロナウイルス検査で陽性が判明した最初の 1,300 人を対象に、COVID-

19 の重症度（入院歴の有無）による long COVID の神経症状の違いを検討した。対象患者は、若

年層（18〜44 歳）、中年層（45〜64 歳）、高齢者（65 歳以上）に分類された。COVID-19 の発症か

ら 10 カ月後の時点で、若年層と中年層では、高齢者に比べて long COVIDの神経症状の発生率

が高く、症状の負担も大きいことが明らかになった。また、入院歴のない患者群では、若年層と中

年層で高齢者に比べて、主観的な倦怠感や睡眠障害のスコアが高く、これらの層は QOL への障

害をより強く感じていることが浮き彫りになった。さらに、入院歴のない患者群では、認知機能（実行

機能や作業記憶）のスコアが最も低かったのは若年層であることも判明した。一方、入院歴のある

患者群では、QOLには年齢による有意な差は確認されなかった。 

 つまり long COVID は、社会の労働力、生産性、革新の多くを担う働き盛りの若年成人に特に大

きな影響を及ぼし、健康上の問題や障害を引き起こしている。 
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